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理事長
花輪利一郎

❷

理
事
長
ご
挨
拶

　

令
和
６
年
６
月
28
日
開
催
の
定
時
総

会
並
び
に
理
事
会
に
お
い
て
会
員
並
び

に
理
事
の
皆
様
の
ご
承
認
を
い
た
だ

き
、
理
事
長
に
再
任
し
２
期
目
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
花
輪
利
一
郎
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
並
び
に
寄
居
町
を
は
じ
め
関
係
機

関
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜

わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
予
定
し
て
い

た
諸
事
業
も
順
調
に
進
み
先
の
定
時
総

会
に
お
い
て
は
上
程
し
た
全
議
案
を
ご

承
認
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
来
賓
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様
に
は
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が

進
展
し
、
高
齢
者
の
よ
り
一
層
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
は
大
き
な
期
待
が
よ
せ

ら
れ
て
お
り
、
生
涯
現
役
社
会
・
人
生

一
〇
〇
年
時
代
を
見
据
え
、
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

活
動
は
、
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し

た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
、
健
康
の

保
持
増
進
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
活

性
化
、
医
療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
、

孤
独
・
孤
立
の
防
止
な
ど
に
貢
献
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

引
き
続
き
、
会
員
数
の
持
続
的
な
拡
大

に
向
け
、
特
に
女
性
会
員
の
拡
大
や
企

業
退
職
者
層
へ
の
働
き
か
け
の
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
方
で
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍

で
き
る
就
業
機
会
の
創
出
、
と
り
わ
け

会
員
の
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
八
〇

歳
を
超
え
て
も
活
躍
で
き
る
就
業
環
境

の
整
備
も
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
と

深
く
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
と
い
う
理
念
の
も

と
、
高
齢
者
の
安
全
就
業
を
確
保
し
、
事

業
に
取
り
組
む
と
共
に
、
令
和
６
年
11
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法

に
お
け
る
請
負
・
委
任
契
約
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
会
員
や
発
注
事
業
者
へ
の
周

知
、
事
務
処
理
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

円
滑
な
移
行
を
進
め
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係

各
位
の
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

令和６年度執行体制

■ 役員
理  事  長　　花輪利一郎（特別会員）
副理事長　　八木　　昇（会　員）
専務理事　　田中　勝章（事務局長）
理　　事　　中島　一好（会　員）
理　　事　　栗原　初男（会　員）
理　　事　　柴崎　安幸（会　員）
理　　事　　塚越　正志（会　員）
理　　事　　田中麻里子（会　員）
理　　事　　関　美佐江（会　員）
理　　事　　大野　順一（老ク連合会長）
理　　事　　永吉　　力（連合区長会長)
監　　事　　堀田ちか子（会　員）
監　　事　　町田　理嘉（町福祉課長）

■ 安全適正就業委員
委  員  長　　佐藤　　博（地域組織）
副委員長　　中島　一好（理事選任）
委　　員　　栗原　初男（理事選任）
委　　員　　杉田　　昇（地域組織）
委　　員　　徳丸　義秋（地域組織）
委　　員　　大久保郁子（地域組織）
委　　員　　石井　誠規（地域組織）
委　　員　　田島　博之（地域組織）
委　　員　　今野　善邦（地域組織）

■ 地域班長
市  街  地　　須々木昭夫　
西部１班　　志村　英明　
西部２班　　大森準一郎
桜沢１班　　中村　芳夫
桜沢２班　　佐藤　　宏　
折原１班　　関根　好八
折原２班　　福田　憲悦　
鉢形１班　　金子　静夫
鉢形２班　　石井　誠規
鉢形３班　　吉田　　勇
男衾１班　　中島　敏樹　
男衾２班　　吉木久美子
男衾３班　　大久保貴美男
男衾４班　　髙橋　一美
男衾５班　　関根　一郎
男衾６班　　時田　弘行
用土１班　　白澤　賢治
用土２班　　小林　敬二

定時総会・理事会などにより令和6年度の
執行体制が決まりました。
　　　　　　　　　　　(順不同・敬称略)
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令
和
６
年
度
の
定
時
総
会
は
６
月
28
日

カ
タ
ク
リ
体
育
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
権
を
有
す
る
会
員
３
７
８
名
に
対

し
、
委
任
状
２
７
６
名
を
含
め
３
２
８
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

花
輪
利
一
郎
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、

峯
岸
克
明
寄
居
町
長
、
𠮷
澤
康
広
寄
居
町

議
会
議
長
に
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
の
ち
議

事
に
入
り
、
上
程
し
た
15
議
案
は
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

１　

監
査
報
告

２　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

３　

令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

４　

令
和
６
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

公
益
社
団
法
人
寄
居
町
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　

人
材
セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　

改
正
に
つ
い
て
（
※
）

第
３
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
10
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
11
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
12
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
13
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
14
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
15
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

２
、０
０
０
円
か
ら
２
、４
０
０
円
に
値
上
げ

※　

令
和
７
年
度
か
ら
正
会
員
及
び
特
別

　

会
員
の
年
会
費
を
４
０
０
円
値
上
げ
し

　

ま
す
。
値
上
げ
分
は
、
値
上
り
す
る
郵

　

便
料
金
等
に
充
当
し
ま
す
。

定
時
総
会
を
開
催

永
年
勤
続
表
彰

報
告
事
項

審
議
事
項

令和
６年度

14名に
　

定
時
総
会
の
席
上
、
セ
ン
タ
ー
表
彰
規

程
に
基
づ
き
、
永
年
勤
続
表
彰
（
勤
続
10

年
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
入
会
し
た
14
名

で
す
。
田
母
神
英
夫
（
鉢
形
１
班
）
さ
ん
が
代

表
し
て
表
彰
状
を
受
領
し
、
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
10
名
の
方
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新井　久也
（男衾５班）

　

こ
の
た
び
は
、
永
年
勤
続
表
彰
を

受
賞
す
る
と
い
う
ま
こ
と
に
身
に
あ

ま
る
光
栄
に
浴
し
ま
し
た
こ
と
に
会

員
皆
さ
ま
の
お
陰
と
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
気
力
・

体
力
の
つ
づ
く
限
り
シ
ル
バ
ー
会
員

の
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
微
力
な
が

ら
地
域
社
会
の
た
め
に
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

白澤　賢治
（用土１班）

　

現
在
、
美
里
町
の
不
二
ダ
イ
カ
ス

ト
に
就
業
し
、
２
年
９
ヶ
月
に
な
り

ま
す
。
健
康
管
理
・
け
が
防
止
等
に

配
意
し
て
一
度
も
休
業
す
る
こ
と
な

く
就
業
し
て
い
ま
す
。

　

気
力
・
体
力
が
続
く
限
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
員
と
し
て

精
励
し
て
行
く
決
意
で
い
ま
す
。

受賞者　（順不同・敬称略）

令
和
７
年
度
年
会
費



❹

杉田　昇
（西部１班）

　

あ
っ
と
言
う
ま
の
10
年
で
し
た
。

　

最
初
は
植
木
の
講
習
が
切
っ
掛
け
で

入
会
す
る
こ
と
に
、
仕
事
は
草
刈
と
植

木
の
作
業
で
、
今
は
健
康
で
身
体
が
動

く
う
ち
は
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

色
々
な
人
の
お
陰
で
長
く
続
い
た
と

思
い
ま
す
。
生
き
甲
斐
や
仲
間
を
見
つ

け
る
こ
と
、
で
き
る
の
で
は
。

泉山　みわ子
（男衾２班）

　

会
社
を
退
職
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
体

は
動
き
、
何
か
い
い
仕
事
は
な
い
か
と

思
い
、
思
い
切
っ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
電
話
し
て
み
ま
し
た
。
係
の

方
は
、
と
て
も
親
切
な
方
で
、
入
会
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
仕
事
は

清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
わ
ず
か
で
も
収

入
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
。

徳丸　義秋
（男衾６班）

　

定
年
退
職
し
て
一
段
落
し
て
い
た
所

広
報
で
剪
定
講
習
会
の
開
催
を
知
り
参

加
。
そ
の
後
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
。
最
初
は
男
衾
中
で
用
務
員
を

七
年
、
現
在
は
カ
タ
ク
リ
体
育
セ
ン

タ
ー
の
管
理
業
務
。
働
く
場
を
得
ら
れ

る
こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。
高
齢
に

な
っ
て
も
働
け
る
喜
び
を
大
切
に
し
た

い
。

田母神英夫
（鉢形１班）

　

私
は
73
才
で
入
会
し
、
以
来
十
余

年
、
公
共
施
設
等
の
除
草
作
業
、
植
木

の
剪
定
、
枯
立
木
・
倒
木
処
理
等
に
従

事
し
、
こ
の
間
の
大
半
を
班
長
と
し
て

仕
事
を
し
て
参
り
ま
し
た
。
作
業
中
の

飛
び
石
事
故
等
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
や
仲

間
の
民
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新井　正二
（鉢形２班）

「
私
の
健
康
維
持
」　

歳
を
と
っ
て
き

ま
す
と
、
体
も
若
い
頃
と
違
い
無
理
を

で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
週
に
四
日

程
度
の
頻
度
で
散
歩
を
し
て
お
り
ま

す
。
目
標
は
一
日
に
一
万
歩
。
体
に
負

担
が
掛
か
ら
な
い
程
度
に
し
て
お
り
ま

す
。
シ
ャ
ワ
ー
で
汗
を
流
し
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。保泉　周平

（用土１班）

　

入
会
し
て
早
10
年
。
キ
ッ
カ
ケ
は
植

木
剪
定
講
習
で
し
た
。
最
初
は
草
刈
班

で
ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
の
緑
地
管
理
を
経

験
す
る
中
で
、
安
全
適
正
就
業
委
員
長

に
任
ぜ
ら
れ
、
５
年
間
従
事
。
そ
の
後

は
私
事
で
時
々
の
協
力
し
か
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
と
言

う
仲
間
と
の
相
互
理
解
に
感
謝
致
し
ま

す
。

杉山　保
（男衾１班）

　

永
年
勤
続
表
彰
受
賞
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
と
な
り
地
域
と
携
わ
り
新

し
い
発
見
や
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
経
験
豊
富
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
の
皆
様
人
生
百
年
時
代
の
生
き
方
の

一
つ
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
門
を
叩
い
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。

風間　孝夫
（男衾６班）

　

寄
居
町
に
移
住
し
て
22
年
に
成
っ
て

た
。
緑
が
多
く
住
み
心
地
も
良
く
あ
り

が
た
い
と
思
い
な
が
ら
日
々
生
活
し
て

ま
す
。
私
が
会
員
に
さ
せ
て
頂
い
て
早

10
年
が
過
ぎ
た
の
か
と
思
う
と
職
員
の

皆
様
に
は
い
つ
も
親
切
に
し
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
は
体
調
不

良
の
た
め
休
止
さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
。

ご
め
ん

受賞者　（順不同・敬称略）
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　左記グラフは、要支援・要介護状態となる

可能性の高い予備軍を抽出するために厚生労

働省が作成した７項目のチェックリストの調

査結果です。各設問への該当の割合（該当

率）が低いほど健康度が高いと考えられま

す。

　全国の一般の高齢者とシルバー会員との比

較では、すべての項目でシルバー会員の該当

率が低くなっています。「運動器リスク」と

「認知リスク」に大きな差があります。

　右記グラフは、「運動器リス

ク」の該当率を年齢階層別に全

国の一般の高齢者とシルバー会

員を比較したものです。

　男性、女性ともに、年齢階層が

上がるほど全国統計との差が拡

大しており、シルバー会員が高

い健康水準を維持していること

が確認できます。

　シルバー人材センターにおける就業等は、健康の維持や介護費用の抑制に効

果があると言われています。全国シルバー人材センター事業協会では、令和６

年度事業計画の普及啓発事業として【介護予防効果に関する調査研究の実施及

び成果の活用】を掲げています。

　『会員等への追跡調査によって、センターにおける就業等が、健康の維持、

介護費用の抑制に貢献していることを明らかにすることを目的とする調査研究を行うとともに、調

査研究の成果をエビデンスに基づいて取りまとめ、介護予防及び介護費用の抑制に効果があること

を明らかにする。また、この結果をもとに、広く国民及び地方公共団体等にシルバー事業の重要性

をアピールしていく。』（事業計画抜粋）

シルバー会員
全国統計
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令
和
６
年
11
月
１
日
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
（
「
特
定
受
託
事

業
者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」
令
和
５
年
５

月
12
日
公
布
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
に
業
務
委
託
す
る
契
約
に
つ
い

て
、
契
約
方
法
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
発
注
者
か
ら
受
託
し
た
仕
事
を

会
員
に
再
委
託
す
る
現
行
の
契
約
方
法
で
は
、
発
注
者
と
会
員

と
の
間
で
直
接
的
な
契
約
関
係
が
生
じ
る
構
造
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
会

員
が
法
に
よ
る
保
護
を
受
け
、
安
心
・
安
全
に
就
業
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
厚
生
労
働
省
か
ら
も
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
契
約
方
法
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
方

針
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
発
注
者
並
び
に
会

員
の
皆
様
に
は
、
契
約
方
法
の
見
直
し
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

見
直
し
後
の
契
約
方
法
で
は
、
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
発
注

者
と
会
員
が
直
接
的
な
契
約
関
係
が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
法
の
適
用
は
、
発
注
者
と
会
員
と
の
間
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
新
し
い
契
約
方
法
（
包
括
的
契
約
方
式
）
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

　
　

な
お
、
見
直
し
後
に
お
い
て
も
、
セ
ン
タ
ー
が
業
務
を
受
注
し
、
会
員
が
そ
の
業
務
を

　

行
う
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

見直し前

見直し後

『
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
』
令
和
６
年
11
月
１
日
施
行

  
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　
　
　
　

契
約
関
係
を
見
直
し
ま
す
。

契約関係 契約関係

センター発注者 会員

業務委託 再委託

セ
ン

タ
ー

利
用

契
約

の

締
結

会
員

業
務

仕
様

書
の

明
示

・
同

意

発注者

センター

会員

直接的な契約関係

利
用

申
込

サ
ポ

ー
ト
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契
約
方
法
見
直
し
後
の
発
注

　
 

依
頼
か
ら
業
務
終
了
ま
で
の
流
れ

１
．
発
注
準
備

　
　

現
行
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
は
、
発

　

注
さ
れ
る
仕
事
の
内
容
を
お
伺
い
し
、
業
務
仕
様

　

な
ど
を
調
整
し
ま
す
。

２
．
セ
ン
タ
ー
利
用
契
約
の
締
結　

　
　

発
注
者
と
セ
ン
タ
ー
の
間
で
セ
ン
タ
ー
利
用
契

　

約
を
締
結
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
発
注
者
は
セ

　

ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
会
員
に
業
務
委
託
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、
就
業
す
る
会
員
と

　

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．
仕
様
書
の
明
示
・
同
意
（
業
務
委
託
契
約
の
成
立
）

　
　

新
た
な
内
容
と
な
り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
で
対

　

応
し
ま
す
の
で
、発
注
者
の
作
業
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
　

セ
ン
タ
ー
は
、
就
業
条
件
を
記
載
し
た
「
会
員

　

業
務
仕
様
書
」
を
作
成
し
、
会
員
に
就
業
条
件
を

　

明
示
し
ま
す
。
会
員
が
会
員
業
務
仕
様
書
の
内
容

　

を
確
認
し
同
意
す
る
こ
と
で
、
発
注
者
と
会
員
の

　

間
で
契
約
が
成
立
し
ま
す
。

４
．
就
業

　
　

会
員
は
、
会
員
業
務
仕
様
書
に
基
づ
き
就
業
し

　

ま
す
。

５
．
業
務
委
託
料
の
請
求
と
会
員
へ
の
支
払
い

　
　

新
た
な
内
容
※
と
な
り
ま
す
が
、
事
務
手
続
き

　

の
流
れ
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。
セ
ン
タ
ー

　

は
、
発
注
者
に
委
託
料
を
請
求
し
ま
す
。
会
員
へ

　

の
業
務
委
託
料
は
、
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
支
払
い

　

ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
が
発
注
者
か
ら
い
た
だ
く
料
金
は
、

「
会
員
業
務
委
託
料
（
会
員
が
手
に
す
る
報
酬
）
」

と
「
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
料
（
事
務
費
）
」
の
２
つ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
う
ち
「
会
員
業
務
委
託
料
」
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
契
約
方
法
で
は
、
セ
ン
タ
ー
を
経
由
す
る
も

の
の
、
発
注
者
が
会
員
に
対
し
て
支
払
う
形
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
「
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
料
」
の
分
に

つ
い
て
は
消
費
税
に
係
る
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ

ス
）
を
交
付
し
ま
す
が
、
「
会
員
業
務
委
託
料
」
の

分
に
つ
い
て
は
、
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
会
員
業
務
委
託
料
」
に
係
る
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付

は
、
会
員
が
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
は
年

間
課
税
売
上
高
１
，０
０
０
万
円
以
下
の
「
免
税
事

業
者
」
で
あ
る
た
め
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

（免税事業者）

料金に係る消費税の課税関係

センター業務委託料分はインボイスを交付

会員業務委託料分は
インボイスを交付されず
仕入税額控除不可

発注者

会員

センター業務委託料

センター業務委託料

利用申込

（課税事業者）

会員業務委託料

料金

インボイス

※
新
た
な
内
容

  『
料
金
の
一
部
に
つ
い
て

　

消
費
税
の
課
税
関
係
が
変
わ
り
ま
す
。』

センター
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お仕事のご依頼お待ちしております

会員募集
□60歳以上の方
□寄居町在住で働く意欲のある方

（団体傷害保険と総合賠償責任保険に加入してます）

寄居町シルバー人材センター 女性会員
大歓迎！

シルバーでは他にも色々な仕事をしています
◆草むしり　 ◆樹木伐採 　◆駐車場管理　 ◆施設管理
◆簡単な大工仕事　 ◆工場軽作業　 ◆屋外軽作業 等

まずはお気軽に入会説明会へ
入会説明会は事務所にて毎月第１、第３金曜日に行っています。
ご都合の悪い場合は、遠慮なくご相談ください。

ご家庭・企業・事業主のみなさまへ

上記以外のお仕事も承っています。 ご連絡ください。

電話番号：048-581-3451
ホームページ：https://yorii-sc.or.jp　メールアドレス：yorii-sc@water.ocn.ne.jp

公益社団法人  寄居町シルバー人材センターお問合せ
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